










氏 名 井戸田 博樹
博士の専攻分野の名称 博士(経済学)
学位記番号第 1 744 8 号
学位授与年月日 平成 15 年 2 月 20 日























が分析に参加すれば情報セキュリティ意識の向上につながる。そこで情報資産の評価方法として、 AHP (Ana lytic 


















ステムを立ち上げるかが課題となり、その解決策として、 ASP (Application Service Provider) の利用があることを
述べた。自治体によるその活用事例を紹介し、その情報セキュリティ管理のための管理項目について具体的に考察し
た。最後に小規模の自治体でアウトソーシングを行う場合に、自治体がアウトソーサにイニシアティブを持つ手段と
して、新に共同利用組織や都道府県による自治体情報システムのアウトソーシング管理監督制度を提言した。第 6 章
では、新技術の導入に伴う情報セキュリティ管理について考察するために、次世代インターネット技術として
Peer-to' Peer を取り上げた。次にその脆弱性と対策について、機密性、完全性、可用性、否加害性の観点から考察し
た。新技術の導入に伴う情報セキュリティ管理について、新技術の調査、導入前のテストの強化、テスト内容などの
確認と承認制度、試験的導入と導入計画の再検討、導入段階でのシステム監査などの必要性を説いた。
論文審査の結果の要旨
学位申請者に対して論文内容及ひeこれに関連する事項について試問を実施した。セキュリティ技術の革新による今
後の情報セキュリティ管理の必要性や地方自治体における情報資産評価への AHP 適応の可能性などの質疑に対し、
適切に回答しており、審査委員全員の協議の結果、学位申請者井戸田 博樹 は、博士(経済学)の学位を授与さ
れる資格があるものと認めた。
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